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はじめに
本研究は．都市bよび，都市周辺地区の都市化の傾向Kよって，言語の変容が
どのように反映しているかを明らかKしようとするものである。
したがって，都市bよび都市周辺地区の言語体系を明らかにして，その様相を
各言語要素どとK把握し，その実態の観察を行念った。
本研究のため調査した言語は次の通りである。
長崎市・大村市・福江市・五島列島の各地区
福井布周辺地区・松江市郊外・太回市周辺地区
埼玉県東部地区
千葉県山武・千倉・大佐和地区
以上のうち，長崎市・大村市・五島列島各地Vてついては，それぞれの言語体系
とその実態， bよび相互の比較念どKよって，との地域独特の歴史白t背景を中心
とした，地方~i.·ける都市言語の形成とその変容の様相を明らかKした。乙の詳
しい報告は，「都市の言語と周辺の言語ーその1一（都市研究調査報告1) 1 9 
6 9年3月」K発表した。
ζの報告では，東京周辺地区~i.‘ける調査を中心としてその実態を述べる。
東京周辺の言語といっても，東京の西側K位置する三多摩・神奈川・埼玉西部
の各方言と，東京の東側K位置する千葉県， bよび北側K位置する埼玉県東部地
区とは，同じ関東方言でも相違がある。
埼玉東部方言と千葉県の大部の方言は，その北部K位置する南奥羽方言の特色
もかなり濃厚Kみられるのであって，方言的つながりがある。
とれK対して東京の西側に位置する三多摩・神奈川などの方言は，東京語の土
台となった方言である。
との意味で，先ず，東側の埼玉東部と千葉県の諸方言を観察し，その都市化K
よる言語の変容をみようとするものである。
アクセント
埼玉県東部方言のアクセントは，東京式アクセントが形舟句K京阪式アクセン
トK似た様相K変化し，さらKζれが次の変化をしようとしているものである。
との種の変化は，東京の近隣V'Ci>・いてはきわめて珍しい変化である。とれは，
草茄市・鳩ケ谷市・岩槻市・薄田町・菖蒲町などの諸方言Kわたってみられた現
象であった。
との地区は，北部i>· よび葬諮~V'Cいわゆる崩壊アクセントの方言をひかえ，また
南部公主び西部Kは東京アクセントの地痛をひかえ，その聞にあって，きわめて
特殊なアクセント変化を起こしているものと考えられる。
とれらの地区相互間でも微妙な相違があるとともに，また年齢層Kよってもそ
の音声的相が異なる。
たとえば，東京方言で＜o•. o• •> v-c属するアクセント節（飴・飴が，鳥
・烏が，・・・〉が，蓮田町の中年層の方言では， 〔00,00（）〕 ， 〔oo.oo
〉〕，〔oo.oob〕などの音声的相があらわれているなど，その特殊な様相
をものがたっている。とれは隣接茨城県地区の崩壊アクセントK移行する一歩前
のアクセントといえる。 ζのままの状態では， bそら〈酸味アクセントを経て崩
壊アクセントに移行ナるものと考えられる。しかし， ζ 与K都市化Vてよる変異が
起とった。それは，同町方言の少年層では，きわめて東京方言的左アクセントを
示しているととが観察されたからである。
また，とれらの地区よりさらK東部の諸方言，たとえば，春日部市・杉戸町．
幸手町など，千葉県や茨城県と接する地区の方言では，アクセントの型の区別や
型の意識がかなり不明瞭Kなっている現状を観察することができた。
なお‘上記のほかKも，千葉県各地の諸方言や，福井県丸岡町を中心とする福井
市周辺地区の諸方言などKも臨地して，その笑態を観察した。 ζれらの諸方言k
bいても，都市化Kともなうアクセントの諸変化が，それそサtl'Cうかがわれ，比
較検討する資料として今後の研究の参考K貴重であるととが明らかKなョた。
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東京と埼玉特殊（幸手・久喜・菖蒲）地帯の比較の 1例。
埼玉特殊地区と東京とのアクセント比較
京号 壮年 青年 青年 東 京( 52才〉 A( 2 1才） ・B(21才）
鼻 •o ，・・h 0・， o•• 0・， 0・b 0・.o••
2 橋
•o ，・OJ> ・o.o• じ〉 o•.o・I) 0・，0・／）
3 花
4 箸
0・.o・！） eo，・01> eJ，・コじ〉 eo，・OJ>
5 雨 （・0,0・1>)（・コ， 0・／））
注 ・は高い拍，Oは低い拍を示すo.,I＞は付属語を示す。
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文法
関東方言の文法的事象の特徴的な事項として，いわゆる意志・推量をあらわす
-be：があげられるが，との形は，埼玉県東部地区シよぴ千葉県一帯の方言k
bいても，その実態として観察するととができ，かなり棋強い言語体系の部分と
してみとめるととができる。
日常の言語生活の中では，ともkkakui be;: （書ζう・書くだろう），
iglllbe：：：（行とう・行〈だろう）のようにあらわれ，動詞が－ be Zと結びあう
形である。
また，推量だけをあらわす形としては， kakuidambe: （書〈だろう〉のよ
うl'(-dambe：：：があらわれ，とれは動調だけで念〈，いろいろ念語形と結びあっ
てあらわれる。
札kのエう左，be：や -dam be：の用法は特K関東方言では，東京の中心
をのぞけば，ほとんどが同じような様相を示しているのであョて，たYζのー ・be!
ゃ dーambeIKあたる語形が方言Kよっては－be, -ppe，または，
-dabe:::, -dabe, -dappe , -nabe::: ・・・1.1:どのちがいや，ま
プヒ特vc推量の形として用いられるときは，その表現の程度衣どKは，方言Kよっ
て徴妙な相違はあるけれども，基本的Kは意志と推量という用法I'($•いて，各方
言とも大きな相違はないのである。
つまP，現代共通語として使われる形を別Kすると，とれら関東方言の多〈で
は， ka孟1且lbe r という形を，意志の形としてあらわすと共K，推量の形とし
ても表わしているわけである。
とのようKみてくると，文法事象の中でも，意志と推量の形Kl:.・いては，方言
として生きている限b，関東方言の特色としてかなり根強いものがあり，いわゆ
る東京語の形だけKなってしまうという様相は，現在の段階ではみられない。伊
豆諸島方言。場合KみられるようK，強力な他の方言の影響Kよって，もとの形
が衰えて， 新しい形と交替してしまうためKは，もとの形が地域的Kも限られ
一5-
たものとなっていなければならない。
（注）伊豆諸島方言Kなける実態については，大島一部「伊豆諸島方言Ki≫け
る意志の形と推量の形」（『方言研究の問題点』明治書院， 19 7 0・7干IJ)
を参照。
ととろが現状では，－ be zや－dambe：：：という形は，関東から奥羽へかけ， 
てのかなり広い範囲Kわたる各方言K存し，日常談話の中K生きJにいるものであ
る。したがってとの用法は，たやす〈衰退するとは考J(＿られない。東京周辺の各
地の方言Kもこの形が生き生きとしているのは，そのためであろう。
たとえば埼玉県東部の，菖蒲町や幸手町の方言では，推量の形として，次のよ
うにあらわれる。
動詞 FlU rmda.mbe::: 
形容詞
形容動詞
名詞
助動詞
助詞
F1.Undambe::: （降るだろう）
ake ::d ambe::: 
akakambe::: （赤いだろう）
fiz1.Ukadambe::: （静かだろう〕
kodomo dambe::: （子供だろう〉
nomaserwdambe::: （飲ませるだろう）
nomanakambe : （飲まないだろう）
kl.Urmndamb e:: k a （来るのだろうか〕
また，千葉県山武町方言では次のよう Kあらわれる。
動 詞 FUlddappe::: （降るだろう）
形容詞
名詞
助動詞
kUlddappe::: 
i JUld a.ppe::: 
ta.gagappe::: 
igappe::: 
j ama da ppe::: 
（来るだろう）
（行〈だろう）
（高いだろう）
（よかろう）
（山だろう）
nomane da.ppe::: （飲まないだろう〉
ーもー
注 山武町方言の老年層は，－dambe Zの形も使う。
kwndambe:: kane::: （来るのだろうかね）
動詞の志向形としてあらわれる意志及び推量をあらわす形は次の通bである。
菖蒲町方言
"ig Ulb白： （行とう〕 kaI be :（買bう）
okirwbeI, okimbe::: （起きょう）
Ulkerw.・b白：， t."'llkembe::: （受けよう）
ktUrtube::: , k山 mbe::: , klllbe::: ( kobe : , kombe：：〕
（来ょう）
sUlrUlbeI , 日wmbe:::, 目¥Ube:::, fibeI （為エう〉
幸手町方言も，大体上記の形が観察されるが，一段活用動詞では，上記のほか
f'(okibeI （起きょう） , w.kebeI （受けよう）があらわれた。
千葉県山武町方言trc；！いいても，ほとんど上記と似た様相で観察される。次d邑P。
kasUlbe I （貸そう） kaibe::: （買bう）
okibe：：：（起きょう） rni be : （見ょう）
ni be:: （煮ょう） wkebe::: （受けよう）
ki be : （来ょう） fibe : （為ょう〉
次K動作の局着点を示ナ場合，存在を示す場合，動作の行なわれる時聞を示す場合
など，共通語で「K」とあらわれる形K対応する形は，埼玉東部の方言では－niー
であり，千葉県山武方言では－niー または－n自である。
埼玉東部方言
ome:::ni kafite jambe I(:J:.・前K貸してやるう）
h O盈 wa a四¥llkoni aruijo （本はあそとKあるよ）。
jonakani h O盗 jO IDUl （夜中に本を読む）
千葉県山武方言
orne:ra k a白日a: （シ前K貸すさ）
a Ii ~ ~ t o D a 3ui :n i 3 i :ra( 3 ru I n i 3 in i ) k i re b a 七JoIdo 
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i rdade jo(r) （あの人が 12時K来れば，ちょうどよいのだよ）
動作の目的を示す「K」は（ i〕または長音となってあらわれる傾向が普通で
ある。
minnade a目Ulbir 1t七a （皆で遊びに行った）
逆接条件には，各地の方言で次のような形が観察される。
菖蒲町 -kedo 
jlllkiwa Fw.rw.kedo ammari tswmoranenaI 
（雪は降るけれど，あまりつもらないなあ）
kono kakiwa akaikedo fi b以 ija （ζの柿は赤いけれど渋い
や）
幸手町 一kend o 
jiukiwa Fmkkendo ammari tsmmonneI 。
（雪は 降るけれど あんまり つもらない）
kono kakjaI akaikendo fibuikambeI 
（ζの柿は赤いけれど，渋いだろう）
山武町 -keddO!i 
jmkiwa Frukkedon ammari t自国monnersaI 。
（雪は降るけれど，あまりつもらないよ）
k O号kakjaI akeikeddo1& fibi Z目aI 
（ζの柿は赤いけれども渋いよ）
千倉町 -ke.，り a
jmkja: Fuikke!Jりa a mm a i t suimonnerna 。
（雪は降るけれどもあんまりつもらないな）
k oぅkakjaI akeike り ~a fibiI（ζの柿は赤いけれど渋い）
大佐和町 -kke 
jiukiwa FUJrli.lkke ammari tswmoranerna 
（醤は l峰るけれど あんま b つもらないな〉
-8-
kono kakja;: akekke fibi!na （との柿は赤いけれど，渋いな〉
以上は東京周辺地区の一部Kついて，その表現面から二・三の特徴を例示した
Kすぎない。
しかし一方， ζれらの方言も，都市化の発展Vてともなう社会環境の変化Kよる
言語の交替Kよる変容が見られる。
文法事象K関ナる面で，方言のbかれた環境によっては，他の優勢な方言の影
響を強〈受けるととKよって，体系の部分としての文法的事実が交替するととがある。
との部分の交替は，もとの形が衰退するととKよって実現ナる場合が考えられ，
とのよう左現象は，言語独自の変化とはまた別な要因Kよってなされる変容と考
~－るととができる。
たとえば，動詞の一段活用形式の命令形では，埼玉県東部方言で〔Okire〕
の形が， 〔okiro〕（起きろ）と並用されている。しかし，との奥羽方言式の
〔Okir e〕の形は次第K衰退して， 〔okiro〕の形と安替しつつある様相を
示していると言える。菖蒲町では〔okire〕の形が観察されるが，幸手町では
今回の調査では観察されなかった。
仮定形「起きればJvcあたる形も，埼玉県東部方言の特徴的な形として，
okimba iI（起きればよい） , klllmba （来れば）などがあるが， ζれも前
記の命令形と同じようK，菖蒲町方言では中年層K観察され，幸手町方言では中
年層は知つてはいても用いな〈なってbb，青年層では， okire ba, oki r jaI 
となっている実態を観察するととができた。
また，使役の表現は，千葉県山武方言などは，四段活用以外の動詞で，，－rase-
rillを接尾する形で用いられるのが普通である。たとえば，以kera自由 rm, 
（受けさせる） , k i ra自由rm （来させる）などのように。
埼玉県方言でも，菖蒲町の高年層には， kora目erm, kiraserw. （来
させる〉の形で観察されるが，中年層以下ではー目aserlllの形が普通であって，
-ra目白rw.は用いない。
動作の方向を示ナ表現は，周辺の多〈の方言ではすでに－eが大勢をしめては
一？ー
いるが，千葉県山武方言ではー日胡2観察され，関東方言の古い表現が観察れた。
k!,fade to:kjo：自a i gw.j 0 （汽車で東京へ行くよ）
以上，文法事象の特徴的左一部の現象面をf9U示したわけであるが，とれらの項
目は，地域的K限られた用法であるか，あるいは分布の上からみると新しい形K
追われるような位置にあるかである。とのような場合f'Ci>・いては，社会環境の変
化Kよって，本来の方言形が他の形と交替してしまう現象が起とりやすいと考え
られる。
言語は内的要因Kよって独自の変容をもたらすとともK，外的要因としては優
勢左言語K同化される傾向もある。都市の言語は，その周辺K対して，その意味
ではか左り大き左影響を示すものである。
東京周辺地区では，その都市圏の広まりが，近年はととK急速であp，言語K
も大き〈反峡している。
東京K近接する地区K居住する人達の動態との関連からとれをみると，そゆ1
的要因として大きな比重を感じとるととができる。
す念わち，東京近知て居住する人達は，
(1) 土着の人達。
(2）東京から移って居住している人誌
(3）東京の一部であると思って居住している人達。
左どである。
との5種類の人達が，どのよう友愛ざP合いでその地域K居住しているかKよ
って，言語の変容のしかたも相違する。
したがって，都市化Kよる環境の変化とは，いわばよそものが，どのよう念社
会的立場でその地域K安住または居住して，その地域の中でのコミ＝ケーシヨy
k参加するかであり，その度合いの濃淡によって言語変容の様相も異なっている。
埼玉県東部地区では，菖蒲町よりは幸手町が比較的K変容の度合いが大きい様
相を示している方言・であると言えよう。
??
語集
l 
従来，音韻・アクセント・文法の研究は体系的Kなされてきたが，語実はその
体系の把握が比較的K困難であるためK遅々として進まなかった。ととろが，最
近Kなって語棄の研究が急速な勢いで諸方面から開拓されるようになった。たと
えば，語集の通時的変化相，語葉の共時的構造，語集の分類念いし基本語集の設
定等々K関する分析的・統計的研究が多〈みられるようK念った。
とのような詩集研究の中にあってもっとも未開拓の分野は方言聞の喬嚢の比較
研究である。 ζζでは東京周辺を中心にしてとれまで行なってきた語集調査資料
をもとK，方言語棄の比較考察の一端を報告する。
語乗の比較考察にはいろいろな方法があるが，ととでは語形の異同と意味領域
の広狭を比較の対象として，方言間でどのよう左差を示すかをみる。そして調査
資料の中から動調のい〈っかを摘出して示すKとどめる。
ζとで比較する方言資料は次の地点の話者から得たものである。
量制時
埼玉県南埼玉郡菖蒲町・上栢間，石井正雄氏45歳，菖蒲，水野光雄氏46歳，
井都新治氏49歳，三箇村，細田実氏42歳
埼玉県北葛飾郡幸手町・内田三郎氏51歳
か<Qt)！（＞.っ
千葉県山武郡山武町・金ク谷，土屋好子氏51歳，椎崎，細野ヨシ氏52歳，
実門，今井米氏59歳，沖渡，富谷浩一氏41歳
千葉県君津郡大佐和町・大貫，落合キク江氏63歳，平野嘉根氏61歳，石渡
＝え郎氏61歳，浜田定雄氏47歳
千葉県安房郡千倉町・千倉，山口尊一氏49歳，白子，三浦義雄氏60歳，大
川，早川幸治郎氏58歳
高知県高知市北新田町・下村泰子氏27歳
琉球，沖縄県島尻郡玉城村奥武．室長者の内観
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(1) 落ちる
埼玉県菖蒲町では上から下へ「落ちる」には 0孟kotfirw. という。との
語形は東京を含めて関東地方で広〈行なわれている。ただし，千葉県大佐和町で
はmidzmga ottotfirm （水が落ちる）である。「落ちる」はとのよう
に語形K多少の差はあってもほとんど同じであるが，他の方言と比較すると（表
1〕の通りである。
J琉 球 ウテーン
l高 知1 コケルオチノレ
｜埼 玉 ｜ オ ψ コチル i
l東 京 オマコチル
準 落ちる
（表
高知では「落ちる」のととを kokerw.と
表現するのが普通であるが，若い層では
otfi rむというとともある。 koke rm の
例を示すと次の通りである。 kanabo:k訂 a
kokete aimatfi fita（鉄棒から落
ちて怪我した） ano kakiwa Ulre目Ul-
gite koke目O: ja （あの柿は熟れすぎ
て落ちそうだ〉 ！ ~ko:kiga kokerlU 
（飛行機が落ちる） tori,9a kokete kita （鳥が落ちてきた）。。
(2) 熟む・膿む……類
果物や農作物の実が入る ζとや化自慢するととを共通語ではまとめて uimmで
表現するが，埼玉県菖蒲町の方言では細分化されている。ナなわち，柿・林檎・
トマトなどのようK，黙するととが色彩で明確KわかるものKはakaramlll, 
梨などのように色彩でよ〈わから左いものはkmigoro da （食い頃だ〉とい
ってmmw , lllrerlllとはいわ念い。粟は熟すると割れて実がはじけるので
白血IUのように他の果実と異在る表現をする。一方，埼玉県ではu山田は果物や
農作物Kは用いず，化膿する ζとに用いて，傷口や盲腸などがlllnd3atta（化
温度してしまった〕のようにいう。千葉県vc:Jいいてもほとんど同様である。
本来， Ulmw.は収穫時にとも左う「快」の語感が含まれていたと考えられるが，
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とのように「化膿」などK限定して用いるよう Kなると「不快J~語感をもつよ
うKなる。
したがって，柿がakarammを通り越して，熟れすぎて手Kもつに堪えない
ほど，ドロドロK在ったものを埼玉ではuindara gaki という。以上を他の
方言と比較すると（表2）の通bである。
球 ン ム ン
｜高 知 ウ v Jレ ム
玉 ｜エム（栗） ｜ 
ァヵーム・クゴローウ
ム
｜東 京 ジユクス ム
｜蓑 準 熟、 ナ ｜膿 む
（表 2 ) 
『広辞苑』などをみると，果物や農作物の実が入るととは「うむ（熟む）」，
fl捜する ζとは「うむ（膿む）」で，共通K「うむ」の項目があり， fi:C恨果物
や農作物の場合Kは「うれる（熟れる）」（くうる〉の演目がある。しかし，東京
方言では果物や農作物Kはd3 W.kUl目mを用いdじ膿するととKはUlIDlllを用いて
区別するのが普通である。さらK，東京でもd3W.kUlSUlのととを akaramlll, 
kw.i gor oで表現するとともある。高知は東京とほとんど同じであるが，琉球
では果物や農作物の突が入るととKも，化膿するととKも区別がなく 7mmu:ia 
を用いる。
『全国方言辞典』（東条操編）vcは「うれる動熟す。九州（筑紫方言）・
京都・大阪・中国・四国・長崎・鹿児島県種子島。」「うむ動 熟する。青森
．岩手・山形・福島・関東・伊豆・大島・三宅島・新潟・岐阜・愛知・和歌山・
大阪・石見・愛媛・長崎県五島・鹿児島・南島沖永良部。」のように採録されて
いるが，とれでは諸方言の「うれる」と「うむ」の意味の菌扮が明かではない。
UlIDlllは，かヲては琉球のように果物・農作物の笑が入るととも化脱するとと
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もあらわしうる意味領域をもっていたであろうが，次第に化膿するととを表現ナ
る方向K意味領域が納ままっていったと考えられる。
(3）着物・洋服を着る，蒲団をかける，帽子・頭巾を被る，水を被る……類
埼玉県菖蒲町ではkimono,jo:Fw.kw. o kirw. （着物，洋服を着る），
FW. t O温 o ts mkka bW.rUl.( kake r¥llとも〉（蒲団をかける） I bo:fi I 
minokasa,tenw.gmio kab¥llr¥U （帽子・蓑笠・手拭を被る〉という。
また，全身に水や挨がかかるととをmidzm,hokorio ka b以 rm(a bi rw. 
とも）（水・挨を被る）のように表現する。 ~:lo-, ka blllrui は他人の借金を
背負いとむととにもいう。 ζれを他の方言と比較すると，（表3）の通りである。
球 チーン ウスイン カンヅユン
知 キル カプノレ
玉 キル I ツマカブノレ｜カクJレ カ プ Jレ
｜東 Jjl. キル カケル カ フ． ノレ
｜基 準｜着物を着る｜蒲団をかける！帽子を被る！水を被る
（表 3 ) 
東京方言（C;Iいいては，蒲団はkakermともいうが，とoc頭までかける場合
tてはkab¥llr m ともいう。埼玉は東京とほとんど同じ意味分布をしている。表
中，特異なものは高知方言で， kimonoI kirw. （着物を着る） Fmtom 
o kirm（蒲団をかける） , b or f工， dzW.ki Il o ki rm （帽子・頭巾を
被る〉のように， kir1l.l.の意味領域がもっとも広い。琉球ではtfi: ll （着る），
kand3 u:ro. （被る）の意味分布はほぼ東京と一致しているが， マu目UiTil （か
ける〉の語形が特異である。とれは古語の「襲ふJVC対応ナるものであろう。
ちなみに，カブルは九州・琉球では「嗣があたる」などにも用いられ，さらK
意味領域が広がっている。たとえば，琉球では batfi kand3u11 （罰があた
る） ? ukka ka nd3 ua（負債を背負う）などという。
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紐を切る・爪を切る・髪を切る・草を刈る……類(4) 
ki r w.（爪)!imo:kirw.（紐を切る） , tsw.meo 埼玉県菖蒲方言では
hasam111(karw.) （欽で髪を切る），kamio を切る） , hasamide 
（草を刈る）という。とれを他の方言と比較すると〈表 4) karw. kw.目a0 
カイン
)I〆カ
??
? ? ? ? ?? ? ?
????
｜紐を切る｜爪を切るl髪を切るl
の通りである。
チミーンチーン球
ムツノレキ知
Jレ
Jレ
カ
カ
λ〆キ玉
京
準
??
??〕??
（表
が併用され，？ととえば，男性のkarm と東京方言では髪を切るはki r w. 
といい，女性の長髪などを短かく整髪のためK型をととのえる切b方はka r以
埼玉では鉄を用いするために切るときKはkirw.であって kar mでは念い。
といい， kar w.ともいう。高知ではt自1.Umeo て髪を切るととを hasamw.
ts mm m （髪を切る〉のように七日mm¥ll （爪を切る） , kamio teuimw. 
を普通K用いる点で東京・埼玉と異なる。ただし，東京・埼玉でも俗Kはjuib-
（指を切る）という。琉球では意味の広がりは高知と同じで，i o t e mme rm 
kai車tfimi::ra. （爪を切る） , kusa 。wu:tfi: 11（紐・緒を切る）,tfim i 
（草を刈る）である。
衣類を畳む・傘をすほめる・本を閉じる・目をつむる……類(5) 
（着物・蒲団をたたtatamUl 。埼玉県菖蒲方言ではkimon o, Fm toia 
tfi borne rm （傘をすほめる） ,horaotod3irm （本をむ） . k a日a0 
これを他の方言と比較すts w.m w.r w.（目をつむる〉である。
? ?
ふと，（表5）の通タであA
閉じる） , me o 
｜クーイン ｜ 
｜ ツムル ｜ 
！ トグル I 
I ップル ｜ 
｜ ツヲワル ｜ 
トジル ｜ 
｜目をつむるl?????
?????? ??? ?? ?? ?? ?????? ??＝??? ?? ?
? ?
? ?
? ??
???
? ?
??
? ?
、?
? ??
?
タタムン ！ クーイン ｜ 
タトム（タタム〉
トジル
?
京
」 ? ? ? ? ? ? ?
（表
東京では衣類一般はtatammである。傘をナほめるととは目tUb om e rill （ま
たは tsmbomertU）のほか(ICtod3 i rtU, tatammともいう。最近では傘の
構造が折りたたみ式K変わったため， tatamtU, oritatamUlのほうが普通
K使われるようになった。本などは主として，tod3irlUが使用され，固など
が併用される。埼玉では傘をすぼめるととを，はt目mbw.rui,tod3irlll 
tatomtU（着物tfi b白me rtUというのが特色である。高知ではkimono: 
（本をたたむ）の五うktatomiuという。tatomw. 。をたたむ） , hoia 
とれは広島方言でもみられる。琉球では傘をすほめるととも，目をつむるととも
ちなみ（傘，目をとじる〉で表現される。ku:iia mu 同じ＜ , ka目a
haiB.（傘を張る〉という。K，琉球では傘を開〈はkasa 
以上，サンプリングした語集についてみても，埼玉の方言は東京と共通する面
とのような比較を，を多分V亡含みつつも，異なる面ももっているととがわかる。
さらK語をふやし，方言をふやして行なう ζとKよって，東京とその周辺地域と
ζζではζれらをいちいの間Kある語集的相違を一層明確V亡するととができる。
ち挙げるゆと Pがない。
3 
東京と異なる周辺地域の用例のい〈っかを挙げると次のようなものがある。
（どみを捨てて来い），ko i 
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1.Uttfatte gomi o 捨てる。
j akui bano 以 ketslllkeI saiFUl O 以 ttfatte kitfatta 
。。
（役場の受付へ財布を忘れて来てしまった）ーー埼玉県菖蒲町一一
Ulttfarlllは相撲などのウマチキリと同源で，かなP意識的K放郷するとと
であるが，「忘れる・紛失する」など無意識的な領域をも表現ナるよう vc~ った
と考えられる。 ~i>- 「捨て子」は lllttfarikko という。
かねゃっ
千葉県山武郡金ク谷ではFmttfa ttfa: be: （捨ててしまシう〉のようK
Fruttfa rmである。また，千葉県大佐辛口ではlllttfarwはbだやかな捨て
方で，乱暴K投げ捨てることは kapporui であ為。
。 痛む atamaga jametena（頭が痛むね） haraga jamerUl 
（腹が痛む） me o jande irru（目をわずらっている〉
一一一埼玉県菖蒲町一一一
ζのようK「痛むJvcはjame rmを普通に用いるが，肺病などはwadz mra¥ll 
1またはkaka rillという。
。 止まる nakabafide ba目mga jamw. kara nottaho: 9a 
iI （中橋（停留所名）でパスが止まるから乗ったほうが良い） , deafaga 
okegawade jamw.（電車が桶川で止まる） Fmnega janderw （船が
停泊している）一一埼玉県菖蒲町一一一
ζのように，バス・電車・船などが止まるととはjamw. という。そして，f雨J
が止むには jamw.と agar mが併用されている。ただし，）！｜の流れや血が流
れている状態が止まるととはtoma rw.である。
。 弁償する wa tta gar a目mo tatekaerlll（割ったガラスを弁償
する） , omae ga nakw.fi tanodakara onadZ i mono I ta七eka-。
ero jo(:lO・前がなくしたのだから同じものを弁償しなさいよ）
一一一埼玉県菖蒲町一一一一
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東京などでは tatekaermは「一時立て替え」の意味が強いが，埼玉では
とのように一時ではなく，永久K立て替える，つまP弁償する意味で用いられる。
。 埋める gomio mmeriu （どみを埋める） , kmio ekerw（杭を
立てる） , n i nd3 i ia go b o: o e k e r tU （人夢・牛芳を埋める），
fi bmnw.ki no kame o eke toke （渋抜きの瓶を埋めてbけ〉
一一婿玉県菖蒲町一一一
mme rlll は不要念ものを捨てるために埋めるととであ9,ekertUは植物
を枯らさないように埋める（活ける〕ととである。とのうち， ekerm は意味
領域が広がり，杭を打ち込んだり，渋抜きの瓶を埋めたりするととKも用いられ
るようになった。すなわち，土の中K打ち込んだD，埋めたりするととが，後で
役立つ場合には ekerm で表現するととができるのである。
以上のように，限られた紙面ではわずかな例しか示し得なかったが，東京周辺
地域の語集は，東京と同じ菌をもちつつも，微妙κ異なっているととは明かであ
る。
語葉の比較研究は未開拓の分野であP，ととでその一端を示した比較方法は，
との分野を開拓ナる可能性の大きい新しい行き方であろう。今後，さらに都市と
その周辺の言語を比較考察して，その構造的差異を見極め，都市化と語業構造と
の関連VCIらいて，その変化動態を明かにする必要がある。
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